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パブリックコメント募集案件概要書 

【案件名：第３次つくば市環境基本計画［改定版］（案）】 

つくば市生活環境部環境政策課 

 

○ 計画等を必要とする背景・提案に至るまでの経緯 

環境基本法・つくば市環境基本条例に基づき、市の環境行政を総合的かつ計画

的に推進するために策定しています。 

有識者・市民等による審議会（つくば市環境審議会）を令和６年度から７年度

にかけ、計６回開催し、上半期の実績や社会情勢等を踏まえて案を作成しました。 

 

○ 他の自治体の類似する計画等の事例 

第４次茨城県環境基本計画、水戸市環境基本計画（第３次）、第三期土浦市環

境基本計画など 

 

○ 未来構想における根拠又は位置付け 

【第３期つくば市戦略プラン】 

Ⅱ 誰もが自分らしく生きるまち  

６ 身近な自然を守り、楽しみ、持続させる 

Ⅳ 市民のために科学技術をいかすまち 

４ 地球に優しく「ごみ」のない低炭素で循環型のまちをつくる 

 

○ 関係法令、条例等 

つくば市環境基本条例 

 

○ 計画等の実施により予測される影響及び効果（算出できるものはコストを含

む。） 

市の環境分野の最上位に位置づけられている本計画において、施策の方向性を

示し、関連する個別計画等と連携、整合を図りながら、市域全体の環境保全に関

する取組を効果的かつ計画的に推進し、持続可能なまちづくりの実現に寄与しま

す。 
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豊かなつくばの恵みを未来につなぐ 持続可能都市
～ 全世代が創り育む幸せなグリーン・シフト ～

〇計画の位置づけ 〇計画改定の経緯

〇計画改定の方向性

• 本計画は本市の環境行政を総合的かつ
計画的に推進するため、つくば市環境
基本条例に基づき策定される計画です。
「つくば市未来構想」を環境面から具
体化するものであり、つくば市の環境
に関する計画の中で最も上位の計画と
位置づけられます。

1

計画の基本的事項

• 第３次計画策定から４年以上が経過し、つくば
市を取り巻く状況変化を踏まえ、令和６～７年
度に計画の中間見直しを実施しました。

• 同時期に改定作業を実施のつくば市地球温暖化
対策実行計画区域施策編と一体的に本計画を改
定し、令和８年（2026年）４月に計画を策定し
ました。

• 本計画（改定版）の計画期間は、令和８年度（2026年）から令和12年度（2030年度）までとします。

①「環境と経済の好循環」を分野横断的な目標として新設しました。

②教育・啓発に関する基本目標の位置づけを見直し、分野横断的な目標として再編しました。

③評価指標を計画の進捗をより適切に測ることができるものへと再構築しました。

〇計画期間

目指すべき将来像
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将来像を実現するための施策体系

基本目標１
先進的な脱炭素都市を形成して気候変動に対処する

基本目標２
豊かな自然環境・生物多様性を未来へつなぐ

基本目標３
資源を賢く使う循環型社会形成を加速する

基本目標４
安心で快適な生活環境を次世代につなぐ

横
断
的
目
標
①

市
民
・
事
業
者
が
共
に
環
境
を
学
び
、
考
え
、
行
動
す
る

横
断
的
目
標
②

環
境
と
経
済
の
好
循
環
を
目
指
す

施
策
の
柱

施
策
の
柱

施
策
の
柱

施
策
の
柱

1-1 脱炭素社会の実現に向けた様々な主体の取組の促進
1-2 まち・建物の脱炭素化
1-3 交通システムの脱炭素化
1-4 気候変動への適応

2-1 生き物・生態系の保全・活用
2-2 都市の緑を創出し、質を高める
2-3 自然とふれあう

3-1 3Rの推進

3-2 廃棄物の適正処理

4-1 きれいな生活環境の確保

4-2 安全で安心できる生活環境の確保
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• つくば市ならではの強みをいかした気候変動対策が
進み、市民、事業者、大学・研究機関、市が連携し
て取り組んで、カーボンニュートラルを目指す先進
的な都市となっています。

• 省エネルギーへの取組や再生可能エネルギーの導入
が推進されることで、まちや建物の脱炭素化が浸透
し、生活を豊かにする環境技術が活用される都市と
なっています。

• バスやデマンド型交通などの公共交通が充実し、自
転車利用が快適になることで、自家用車に頼らなく
ても生活利便施設にアクセスしやすいまちに近づい
ています。

• 酷暑や豪雨などの異常気象・災害に対して、その影
響を低減する適応策を進めることで、強靭で柔軟性
のあるまち（レジリエンスのあるまち）となってい
ます。

＜将来像＞ ＜指標＞

指標名 現状値 目標値

温室効果ガス排
出量

1,868千t-CO2
（2021年度）

1,109千t-CO2
（2030年度）

地球温暖化への
対応を自分事と
して捉え行動し
ている市民の割
合

36.2％
（2025年度）

83.9％
（2030年度）

市域における再
生可能エネル
ギーの導入量

322MW
（2024年度）

506MW
（2030年度）

日常利用する交
通手段として公
共交通を選択す
る市民の割合

39.9％
（2023年度）

45.0％
（2029年度）

気候変動の影響
への備えに取り
組んでいる市民
の割合

51.1％
（2025年度）

74.2％
（2030年度）

＜施策の柱／施策の方向性＞

○ 大学・研究機関や事業者との連携強化

○ 市民・事業者の行動変容に向けた仕組みづくり

○ マルチベネフィットな脱炭素化プロジェクトの
推進

○ 環境学習・普及啓発の推進

○ 地産地消の推進

1-1 脱炭素社会の実現に向けた
様々な主体の取組の促進

○ 省エネルギー化の促進

○ 再生可能エネルギーの導入促進と活用

○ 徒歩やシェアモビリティ等によるアクセスしや
すいまちづくり

○ 公共施設の脱炭素化

1-2 まち・建物の脱炭素化

○ 公共交通の整備と利用促進

○ 自転車利用の推進

○ 自動車利用の脱炭素化の促進

1-3 交通システムの脱炭素化

○ 気候変動と関連する災害による影響の低減

○ 気候変動の中での健康の維持

○ 気候変動から農業を守る

○ 水資源に関する適応

○ 緑の保全と緑化の推進

1-4 気候変動への適応

基本目標１
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• 筑波山をはじめとする山々、牛久沼などの池
沼や河川、里地里山などの美しい景観が維持
されるとともに、生き物の生息・生育地の連
続性が保たれ、在来の多様な生き物が息づい
ています。多くの人々は自然の恩恵を実感し
ており、つくば市の重要な自然を理解し、大
切に思いながら生活を送っています。

• 貴重な自然や緑豊かな街並みが将来にわたり
守られるよう、市民や事業者も協働して、筑
波山地域ジオパークなどのつくば市ならでは
の特徴をいかしつつ、ネイチャーポジティブ
（自然再興）を推進し、平地林や農地、公園、
庭の緑、水辺などを守り、育て、ふれあい、
活用する取組が進んでいます。

＜将来像＞ ＜指標＞

指標名 現状値 目標値

自然環境や資源の保
全・活用の市民満足度

41.1％
（2024年度）

50.0％
（2030年度）

自然共生サイトの認定
箇所数

５箇所
（2024年度）

20箇所
（2030年度）

都市公園面積 221ha
（2024年度）

228ha
（2030年度）

まちなかで適切に管
理・手入れされた緑を
目にする頻度が増えた
と感じる人の割合

49.7％
（2025年度）

50.0％
（2030年度）

自然体験施設利用者数 49,155人
（2023年度）

55,500人
（2030年度）

＜施策の柱／施策の方向性＞

○ 陸域及び水域に生息する守るべき生き物の保全の
ための生息・生育状況の把握

○ 森林の維持・保全

○ 外来種対策の推進

○ 生物多様性つくば戦略の実行

○ 筑波山・宝篋山の保護管理

○ 山・川などの眺望の維持

○ 里地景観の維持

2-1 生き物・生態系の保全・活用

○ 都市公園・緑の管理

○ 都市域の緑の確保

○ 市民参加による緑化活動

○ 開発に伴う緑地の減少を抑制

2-2 都市の緑を創出し、質を高める

○ 自然体験施設の活用・運営

○ 里山や水辺の活用

○ 筑波山地域ジオパークの活用

○ グリーンツーリズムの推進

2-3 自然とふれあう

基本目標２
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• 市民や事業者、市が地球の資源の有限性を認識して
おり、地域で最適な生産・消費が行われることで、
資源の浪費はほとんどなくなっています。

• 市民、事業者、行政の協働により資源の浪費がなく
なるだけでなく、ごみの発生抑制（リデュース）、
再利用（リユース）、再生利用（リサイクル）とい
う3Rを推進することで、“ごみ”という概念がなく
なるくらい資源循環される仕組みができ、資源効率
性が高まっています。

＜将来像＞ ＜指標＞

指標名 現状値 目標値

１人１日当たりの
最終処分量

79g/人・日
（2024年度）

66g/人・日
（2029年度）

１人１日当たりの
生活系ごみ排出量

605g/人・日
（2024年度）

578g/人・日
（2029年度）

１日当たりの事業
系ごみ排出量

102.73t/日
（2024年度）

91.51t/日
（2029年度）

一般廃棄物のリサ
イクル率

26.5％
（2024年度）

30.7％
（2029年度）

＜施策の柱／施策の方向性＞

○ 循環型社会形成の加速に向けた普及啓発
○ 市民によるリデュース・リユース・リサイクルの

促進
○ 事業者によるごみ減量化の促進
○ 食品ロス削減の推進
○ 資源有効利用の推進

3-1 3Rの推進

○ 廃棄物の適正な処理

○ つくばサステナスクエアの
適正な施設維持管理

3-2 廃棄物の適正処理

• 静かで清潔なまちの中で、清々し
い空気、清らかな水を享受した、
穏やかで質の高い暮らしが営まれ
ています。

• 市民や事業者、市が「きれいなま
ちづくり」を進める取組を協働し
ながら進めたことで、不法投棄や
ごみのポイ捨てがなくなり、快適
で心地よい生活環境になっていま
す。そして、大気汚染や水質汚濁、
騒音などの公害や健康被害を防ぐ
ため、法令に基づく基準が遵守さ
れるとともに、さらなる低減を図
る事業者も多くいます。

＜将来像＞ ＜指標＞

指標名 現状値 目標値

生活環境対策に
満足と答えた市
民の割合

71.4％
（2024年度）

75.0％
（2030年度）

環境美化ボラン
ティア活動参加
延べ人数

13,321人
（2023年度）

14,000人
（2029年度）

苦情解決率 大気汚染・悪臭：63％
（2024年度）

現状値より向上
（2030年度）

水質汚濁：40％
（2024年度）

現状値より向上
（2030年度）

騒音・振動：94％
（2024年度）

現状値より向上
（2030年度

＜施策の柱／施策の方向性＞

○ 市民・事業者による美化活動

○ ごみの散乱防止・不法投棄対策

4-1 きれいな生活環境の確保

○ 良好な大気・水・土の確保
○ 騒音・振動の防止
○ 上下水道の維持・管理
○ 農業における環境配慮
○ 有害化学物質の適正な管理
○ 野焼き対策

4-2 安全で安心できる生活環境の確保

基本目標３

基本目標４
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• 市民一人ひとりが、環境について楽しく学び、
家庭や職場、地域、学校において、つくば市や
地球の環境が日常的に話題になり、環境保全の
取組が市域に広がっています。

• 市民や事業者の身近に環境について学ぶ機会が
あり、つくば市の現在や未来を担う人たちの環
境意識がさらに高まっています。

＜将来像＞ ＜指標＞

指標名 現状値 目標値

環境配慮行動を
行っている市民
の割合

44.7％
（2025年度）

90％
（2030年度）

環境問題につい
て学ぶ機会が十
分だと思うと答
えた市民・事業
者の割合

市民：42.7％
（2025年度）

70.6％
（2030年度）

事業者：27.8％
（2025年度）

62.9％
（2030年度）

• 多くの市民が環境について意識し、関心を持っ
て取り組むきっかけとなるイベントを開催

• 環境に関する情報を分かりやすく提供・共有し、
市民の選択肢を増やす

①持続可能なライフスタイルの推進

• 子どもや大人が身近な環境
について学び、体感し、
理解を深める

• 事業者が従業員教育を進め、
地域での教育活動にも協力

②環境教育・学習の推進

＜推進方針＞

• 環境に配慮した事業活動や環境に優
しい消費行動が広がり、環境価値が
積極的に評価されています。

• つくば市の持つ豊かな地域資源を活
用し、環境を軸とした新たな取組や
ビジネスの創出が図られています。

• 環境に配慮した経済活動が、地域社
会の活性化につながり、環境保全と
経済成長が互いに良い影響を与え
合っています。

＜将来像＞ ＜指標＞

指標名 現状値 目標値

環境に配慮した活動が事業
に好影響を与えていると考
えている事業者の割合

62.2％
（2025年度）

80.7％
（2030年度）

環境に配慮した製品・サー
ビスに関連する事業を行っ
ている市内のスタートアッ
プ登録企業数（累積）

20件
（2025年度）

35件
（2030年度）

単位生産額当たりの環境負
荷率（ごみ排出）

0.23kg/万円
（2022年度）

0.19kg/万円
（2029年度）

単位生産額当たりの環境負
荷率（電力消費）

7.6kWh/万円
（2022年度）

6.9kWh/万円
（2030年度）

• 市民・事業者の環境配慮行
動・活動を社会的に共有する
仕組みを整備

• 脱炭素化、生物多様性の保全、
資源循環などの取組を短期的
な経済的メリットだけでない
視点で評価する価値観を醸成

①環境配慮行動・活動が
広がりやすい基盤の形成

＜推進方針＞

• 市内の大学・研究機関や事
業者との連携を強化し、地
域資源をいかした新たなビ
ジネスや取組を創出

• 地産地消の推進や環境技術
の普及展開など環境を起点
に新たな価値を生み出す取
組やビジネスを積極的に支
援

②環境を軸とした
新たな取組の創出

• 環境保全が経済を活性化させ、環
境に配慮した投資が活発に行われ
ることで新たな環境保全につなが
るよう、脱炭素化・生物多様性の
保全・資源循環を統合的に推進

• 環境意識の高い消費者からの支持
とブランドイメージ・評判を高め、
地域に環境価値と経済価値を同時
にもたらす

③環境保全と経済成長の
統合的向上

横断的目標①

横断的目標②
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つくば市環境審議会

つくば市役所

事務局

（環境政策課）
関係部局

報告

照会

報告 意見

国・県・周辺自治体

連携・情報交換

市民・事業者

連携・協働

計画の推進体制

進行管理の考え方

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Action（改善・見直し） 

Check（点検・評価） 

Do（実施・実行） 

Plan（計画） 

【５年に一度】 
○本計画の策定・改定 

○関連計画等において施
策・事業を実施 

○本計画の進捗状況を点
検・評価 

○環境審議会へ報告・審
議 

○点検・評価に基
づく、課題整理 

○課題に対する改
善策の検討 

○改善・見直しを踏ま
え、施策・事業内容
を変更 

【５年に一度】 
○本計画の達成

状況や社会動
向を踏まえた
見直し 

５年毎 

５年毎 

毎年度 

毎年度 

市民
意見 

• PDCAサイクルを確立し、継続的な計画の進行管理を行います。
• 点検・評価は、本計画で設定した指標を用いて実施し、結果をつくば市環境審
議会に報告し、審議を行い、改善・見直しにつなげます。

第３次つくば市環境基本計画〔改定版〕

令和８年（2026年）４月

編集・発行 つくば市 生活環境部 環境政策課

〒305-8555 茨城県つくば市研究学園一丁目１番地１

TEL：029-883-1111
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